別記様式第4号(第4条関係)

(一社)宮崎県トラック協会　会長　殿
誓　約　書
トラックドライバー運転免許取得等支援事業補助金の申請にあたり、本補助事業がドライバーの確保及び定着を目的として実施されるものであることを十分に理解し、下記の事項について相違ないことを誓約いたします。なお、虚偽の申請その他不正があった場合には、補助金の交付決定が取り消され、又は既に交付を受けた補助金について返還を求められることがあることを了承します。
記
1　県税に未納はない。								

2　地方税法（昭和２５年法律第 ２２６号）第 ３２１条の４及び各市町村の条例の規定により、個人住民税の特別徴収義務者とされている法人にあっては、従業員等（宮崎県内に居住している者に限る。）の個人住民税について特別徴収を実施している又は特別徴収を開始する。	

3　事業を実施する主体の構成員等が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団若しくは同条第６号に規定する暴力団員でないこと又は暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有しない。

4　 宮崎県内に本社又は営業所を有し、補助金交付申請時点において営業中であり、
かつ宮崎県内において「Ｇマーク」、「働きやすい職場認証制度」、又は「ホワイト物流」のいずれか１つ以上の認定を免許取得（交付）時に受けている事業者である。

５　補助金の申請時点において、当該免許等を取得した従業員を、申請者の宮崎県内の事業所において雇用しており、今後も継続して雇用する予定である。

６　当社に所属するドライバーの処遇改善に、交付を受けた補助金額以上の額を充当するものとし、その具体的な活用内容・金額(予定)については下記のとおりであり、実地調査などの調査、確認に協力します。　※活用金額・内容は必ずご記入ください。
(記入欄)
【活用金額】　　　　　　　　　　　　円　　　※交付補助金額以上を記載
　　【活用内容】
　
　
　

令和　　年　　月　　日　　所在地(住所)
法人名(屋号)
代表者役職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　印
別記様式第4号(第4条関係)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入例
(一社)宮崎県トラック協会　会長　殿
誓　約　書
トラックドライバー運転免許取得等支援事業補助金の申請にあたり、本補助事業がドライバーの確保及び定着を目的として実施されるものであることを十分に理解し、下記の事項について相違ないことを誓約いたします。なお、虚偽の申請その他不正があった場合には、補助金の交付決定が取り消され、又は既に交付を受けた補助金について返還を求められることがあることを了承します。
記
1　県税に未納はない。								

2　地方税法（昭和２５年法律第 ２２６号）第 ３２１条の４及び各市町村の条例の規定により、個人住民税の特別徴収義務者とされている法人にあっては、従業員等（宮崎県内に居住している者に限る。）の個人住民税について特別徴収を実施している又は特別徴収を開始する。	

3　事業を実施する主体の構成員等が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団若しくは同条第６号に規定する暴力団員でないこと又は暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有しない。

4　 宮崎県内に本社又は営業所を有し、補助金交付申請時点において営業中であり、
かつ宮崎県内において「Ｇマーク」、「働きやすい職場認証制度」、又は「ホワイト物流」のいずれか１つ以上の認定を免許取得（交付）時に受けている事業者である。

５　補助金の申請時点において、当該免許等を取得した従業員を、申請者の宮崎県内の事業所において雇用しており、今後も継続して雇用する予定である。

６　当社に所属するドライバーの処遇改善に、交付を受けた補助金額以上の額を充当するものとし、その具体的な活用内容・金額(予定)については下記のとおりであり、実地調査などの調査、確認に協力します。　※活用金額・内容は必ずご記入ください。
(記入欄)
【活用金額】　　　７００，０００　　円　　　※交付補助金額以上を記載
　　【活用内容】(例)次年度の運転免許取得費用へ充当し、ドライバーの育成に活用する予定としている。また、ドライバーの負担軽減を目的とした装備品の導入や、各種手当の改善等、労働環境・処遇改善に取り組むこととしている。※各事業者において、ドライバーの処遇改善（労働環境改善）に繋がるよう、事業所の実情に応じた活用内容を検討すること。※処遇改善の活用例については、助成金の活用内容（具体例のご案内）を参照。

令和　８年　○月　○日　　所在地(住所)　宮崎県宮崎市恒久1-7-21
法人名(屋号)　株式会社宮崎○○運送
代表者役職・氏名　代表取締役　宮崎　太郎　　　印
助成金の活用内容（具体例のご案内）

本補助金は、トラックドライバーの確保および定着を図るため、処遇改善を目的とするものです。このため、補助金の交付を受けた事業者においては、交付額と同額以上の費用を、ドライバーの処遇改善に充当する必要があります。
活用方法については、各社の実情に応じて様々ですが、主に以下のような内容が想定されます。本資料では、前年度の活用事例をもとに、活用の参考となる例を紹介します。

■ 記入にあたってのポイント
「誰に対して」「何の目的で」「どのように活用するか」を明確に記載してください。単なる費用の充当ではなく、処遇改善につながる内容であることが重要です。具体的な取り組み内容（手当名・制度内容等）を簡潔に記載してください。

■ 活用方法の記入例

① 手当・給与の改善　（ドライバーの収入向上に直接つながる取組）

記入例：
・ドライバーの無事故手当の増額に充当する
・運行手当の見直しを行い、支給額の引き上げに充当する
・基本給のベースアップの原資として活用する

② 免許取得支援　（人材確保・育成を目的とした取組）

記入例：
・大型免許取得費用の全額（または一部）を会社負担とする
・フォークリフト免許取得に係る費用に充当する
・既存ドライバーの上位免許取得支援として活用する

③ 労働環境の改善　（働きやすさの向上を目的とした取組）

記入例：
・労働時間短縮に伴う収入減少分の補填として活用する
・休憩環境の整備に係る費用に充当する
・業務効率化に資する設備導入費用の一部に充当する
④ 福利厚生の充実　（生活面の支援を目的とした取組）

記入例：
・長距離運行時の宿泊費補助に充当する
・食事手当の支給に活用する
・健康診断費用の補助として活用する
⑤ 安全対策の強化　（事故防止・安全意識向上の取組）

記入例：
・無事故奨励金の支給原資として活用する
・安全講習の実施費用に充当する
・安全機器導入に係る費用の一部に充当する

■ 記入例（まとめ方のイメージ）

例文：
本補助金については、ドライバーの処遇改善を目的として、無事故手当の増額及び大型免許取得支援に充当する。あわせて、労働環境の改善として休憩環境の整備にも活用し、人材の確保・定着の促進を図る。

■ 留意事項

活用内容は一つに限定する必要はなく、複数の取組を組み合わせて記載しても差し支えありません。自社の実態に即した内容で、無理のない範囲で記載してください。

